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中

島

楽

章

・

伊

藤

幸

司

編 

『

寧

波

と

博

多

』

（

東

ア

ジ

ア

海

域

叢

書 

11

） 

 

汲

古

書

院 
 

二

〇

一

三

・

三

刊 

Ａ

５ 

四

七

六

頁 

七

〇

〇

〇

円  

 

本

書

は

科

研

費

特

定

領

域

研

究

「

東

ア

ジ

ア

の

海

域

交

流

と

日

本

伝

統

文

化

の

形

成

―

寧

波

を

焦

点

と

す

る

学

際

的

創

生

」

（

い

わ

ゆ

る

「

に

ん

ぷ

ろ

」

）

の

計

画

研

究

の

う

ち

、

「

十

一

～

十

六

世

紀

の

東

ア

ジ

ア

海

域

と

寧

波

―

博

多

関

係

」

・

「

寧

波

地

域

に

お

け

る

日

明

交

流

の

総

合

的

研

究

」

の

成

果

を

収

録

す

る

。

本

書

第

一

部

が

主

に

前

者

、

第

二

部

が

主

に

後

者

の

成

果

を

反

映

す

る

。 

 

序

論

・

中

島

楽

章

「

寧

波

と

博

多

」

は

、

本

書

の

課

題

（

一

〇

世

紀

末

～

一

六

世

紀

の

日

中

―

博

多

・

寧

波

間

交

流

の

諸

相

の

復

元

）

、

研

究

史

整

理

、

本

書

所

収

各

論

考

の

要

約

を

示

す

。 

 

第

一

部

「

貿

易

・

軍

事

と

物

の

移

動

」

。

山

内

晋

次

「

日

宋

貿

易

と

「

ト

ウ

ボ

ウ

」

を

め

ぐ

る

覚

書

」

は

、

「

ト

ウ

ボ

ウ

」

地

名

を

中

国

人

居

留

地

に

比

定

す

る

近

年

の

説

を

批

判

す

る

。

小

畑

弘

己

「

寧

波

・

博

多

交

流

の

物

証

と

し

て

の

寧

波

系

瓦

の

化

学

分

析

」

は

、

博

多

遺

跡

群

等

の

一

二

～

三

世

紀

の

遺

構

出

土

の

寧

波

系

瓦

が

寧

波

市

周

辺

の

製

作

た

る

可

能

性

が

高

い

こ

と

を

蛍

光

Ｘ

線

分

析

の

結

果

か

ら

示

す

。

中

島

楽

章

「

元

朝

の

日

本

遠

征

艦

隊

と

旧

南

宋

水

軍

」

は

、

元

の

第

二

次

日

本

遠

征

の

江

南

軍

艦

隊

の

実

態

（

と

く

に

軍

船

調

達

・

船

種

）

を

文

献

史

料

・

絵

画

資

料

・

水

中

考

古

資

料

か

ら

総

合

的

に

論

じ

る

。

呂

晶

淼

「

十

～

十

六

世

紀

の

東

ア

ジ

ア

に

お

け

る

扇

の

流

通

と

伝

播

」

は

、

宋

～

明

へ

の

日

本

扇

・

高

麗

扇

伝

播

の

実

態

を

語

る

。

佐

伯

弘

次

「

室

町

時

代

の

博

多

商

人

宗

金

と

京

都

・

漢

陽

・

北

京

」

は

、

一

五

世

紀

の

僧

か

つ

博

多

商

人

た

る

宗

金

の

京

都

・

漢

陽

・

北

京

行

を

復

元

し

、

そ

の

意

義

を

語

る

。 

 

第

二

部

「

外

交

秩

序

と

文

化

交

流

」

。

伊

藤

幸

司

「

入

明

記

か

ら

み

た

東

ア

ジ

ア

の

海

域

交

流

」

は

、

遣

明

船

で

入

明

し

た

禅

僧

の

渡

海

日

記

を

主

要

典

拠

に

遣

明

船

の

航

路

・

航

海

技

術

・

航

海

神

信

仰

・

渡

海

者

の

死

の

実

態

を

復

元

す

る

。

橋

本

雄

「

《

中

華

幻

想

》

補

説

」

は

、

胡

越

・

中

華

・

皇

帝

な

ど

の

語

の

解

釈

、

義

満

の

明

使

接

遇

儀

礼

、

義

持

の

対

明

断

交

等

の

諸

問

題

に

つ

き

氏

の

前

著

『

中

華

幻

想

』

を

補

足

す

る

。

岡

本

弘

道

「

『

外

夷

朝

貢

考

』

か

ら

み

た

明

代

中

期

の

国

際

シ

ス

テ

ム

」

は

、

『

外

夷

朝

貢

考

』

が

礼

部

官

僚

の

撰

述

で

あ

り

、

嘉

靖

中

期

の

彼

ら

の

問

題

関

心

を

反

映

す

る

こ

と

を

示

す

。

米

谷

均

「

日

明

・

日

朝

間

に

お

け

る

粛

拝

儀

礼

に

つ

い

て

」

は

、

皇

帝

・

国

王

へ

の

謁

見

時

の

表

敬

儀

礼

た

る

粛

拝

の

明

・

朝

鮮

・

日

本

の

比

較

を

行

い

、

中

世

日

本

の

外

交

儀

礼

の

特

異

性

を

示

す

。 

 

第

三

部

「

史

料

研

究

」

。

西

尾

賢

隆

「

博

多

承

天

寺

入

寺

疏

」

は

、

博

多

承

天

寺

へ

の

僧

侶

入

寺

に

際

し

作

ら

れ

た

入

寺

疏

の

解

説

。

須

田

牧

子

「

妙

智

院

所

蔵

『

初

渡

集

』

巻

中

・

解

説

」

・

伊

藤

幸

司

ほ

か

「

妙

智

院

所

蔵

『

初

渡

集

』

巻

中

・

翻

刻

」

は

、

策

彦

周

良

の

入

明

記

『

初

渡

集

』

中

巻

の

解

説

な

ら

び

に

策

彦

自

筆

原

本

に

拠

る

翻

刻

。 

 

巻

末

の

監

修

者

（

小

島

毅

）

の

言

に

も

あ

る

が

、

当

研

究

の

特

徴

は

「

学

際

性

」

―

方

法

論

の

複

数

性

に

あ

り

、

ま

た

あ

え

て

寧

波

・

博

多

に

地

域

を

限

定

す

る

こ

と

で

「

点

と

点

を

つ

な

ぐ

数

多

く

の

線

を

具

体

的

に

解

明

」

す

る

点

に

あ

る

。

そ

の

方

法

論

を

遺

憾

な

く

発

揮

し

た

、

含

蓄

あ

る

成

果

で

あ

る

。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（

高

木

久

史

）


